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三田社会学第 16 号（2011） 

 
大矢根淳「藤田先生を悼んで―災害社会学の古典との出会いから―」 
『三田社会学』第 16 号（2011 年 7 月）48‐51 頁 

藤田先生を悼んで 

―災害社会学の古典との出会いから― 
 

大矢根 淳 

 
１．阪神淡路大震災とソローキンの災害社会学 

1995 年 6月、関東社会学会第 43回大会が駒沢大学で開催された。阪神･淡路大震災の発災

（1995.1.17）を受けて、テーマ部会「災害研究と社会学の接点を求めて」が設置され、同年上

半期時点の一区切りとして、災害に関わる社会学のそれまでの研究知見の蓄積状況、被災現地

での位置づけ･役割等々が厳しく批判的に検討された。ここでの議論は長田,1999 にまとめられ

た。 
さて、この部会終了後、駒沢大学駅近くの居酒屋で、部会参加者有志で懇親会が開かれた。

私は藤田先生のお隣に着席した。災害社会学の部会の後の懇親会ではあったが、都市社会学者

も多数集っていた。かつて「水鳥の会」という伝説の若手都市社会学者の研究会があり、藤田

先生は吉原直樹先生とともにそこではシニアに位置する主要メンバーであったから（私はお茶

くみとして数回だけその研究会会場に出入りさせていただいたことがあった）、そこのメンバー

もこの懇親会には参加されていた（その双方に名を連ねておられたのが田中重好先生であろう）。

私はこの日のテーマ部会の第２報告で、自身これまで取り組んできた被災地復興研究の事例報

告を要約的に示して、今震災復興で対象としている地域とインフォーマントを紹介した。阪急

西宮北口駅北東地区の二種再開発事業（復興都市計画事業）の進捗状況について若干触れたの

であるが、懇親の会でお隣から藤田先生は、「いやぁ、ガタンガタン、ゴーって、それはそれは

凄い音でね、子どもの頃はこうやって耳塞ぎながらね、見に行ってたんだよ」と、あの人懐っ

こい優しい目で話しはじめられた。戦前から戦後の 80 年代まで、阪急神戸線・今津線が西宮北

口駅では直角平面交叉していて（現在は今津線が南北に分断され交叉は廃止）、同地にお住まい

だった藤田先生は子どもの頃、よくそのダイナミックな光景を見に行かれたそうだ。そのダイ

ヤモンドクロスと言われた線路の北東地区の三つの小さな商店街、そこの被災・復興を私は対

象としていたのであったが、その被災前の様子を実にいきいきと、昼の私の報告を補足するよ

うに皆に語ってくれた。 
そしてその席で…。「今日は災害の研究をされている先生方がたくさんお集まりですので、一

つうかがいたい…、実は、社会学の古典にソローキンの災害論があるんですが、それを翻訳し

てみようかと…」と話題提供された。一同、一斉に藤田先生に着目。なぜなら、1943 年初版の

同書Man and Society in Calamity は災害社会学の古典中の古典と言われているもので、我々

災害社会学者は誰もが耳には馴染みの書名で、しかしながらなかなか入手の困難な一冊という
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代物だったから、その書名が藤田先生の口から発せられてみな着目したのであった。現物は日

本の各地のわずかにいくつかの大学の図書館、それも農学関係の図書館に何冊かだけあること

が知られていた。私は指導教授の川合隆男先生が社会階層論を専門にされていたから、ソロー

キンの社会移動論とともに同書のことをうかがっていたし、大学院単位互換制度を使って早稲

田大学で受講していた際に安倍北夫先生（災害社会心理学）から同書を幸いにも一時期借り受

け、コピー・製本して全文を保持していた。懇親会の席では、藤田先生のご提案に、吉井博明

先生や山本康正先生、田中淳先生あたりから直ぐに、「それだったら大矢根君がやればいいんじ

ゃない」と無茶振り。同書の存在を広く日本の災害研究者に紹介した秋元律郎先生（早稲田大

学）とともに防災社会工学の研究実践に関わっておられた先生方が藤田先生に（気楽に無責任

に！？）提案された。「大矢根君、その本のコピー、すぐ送って！」と藤田先生に言われて、同

書の翻訳企画が立ち上がった。本ってこうやってできるのか、と不思議な世界を垣間見た気持

ち。こうして同書が文化書房博文社の「社会学調査研究全書（全 20 巻）」の第 11 巻に位置づけ

られることとなっ（てしまっ）た。藤田先生は同シリーズの企画委員でいらっしゃった。それ

からは毎日数段落ずつ、辞書を片手に丸２年、翻訳作業を続けた。ロシア革命の諸々の惨劇を

詳しく綴ってある箇所も多く、ロシア語の地名や人名、歴史教科書でも見たことのない様々な

出来事、そこの社会背景や人々の会話や行為…を翻訳するには難儀した。しばしば藤田先生に

ご連絡して、進捗状況の報告の傍ら、そうした難箇所の解説を請うことになるのだが、その都

度、先生はあの博識をもって親切丁寧に解説してくれた。聞いていると自分がその場にいるよ

うな錯覚にとらわれるほどの絶妙な解説。 
実は翻訳企画が通ってから藤田先生は、研究費をいろいろ工面されて、ソローキンの足跡を

たどる調査旅行に度々出られていたのであった。19 世紀末、ロシアの山奥の村に生まれたソロ

ーキンは少年時代から苦学しつつ家族と離散・死別しながら放浪生活を重ね、ロシア革命に関

わり発言を続け、数度の逮捕、死刑判決を受けての投獄、釈放を経験し、その後亡命してベル

リン、プラハを経てアメリカに渡ってイリノイ大学、ウイスコンシン大学、ミネソタ大学等を

経てハーバード大学初代社会学教授として迎えられ、晩年にはアメリカ社会学会会長にも就い

た。そうした激動の人生を藤田先生は直接、ご自身の足でたどりつつ、その旅で体得された風

景を描写しながら、同翻訳書の解説をお書きになった。また、上梓にさきだって日本社会学史

学会でも「ロシアのソローキンとアメリカのソローキン」と題して報告されている（1997 年）。 
 
２．「都市の公共性」と社会学的災害研究の接点 

藤田先生が関東都市学会の会長をつとめられていたことから、同学会の研究例会、大会等で

ご一緒する機会が多かった。また、「ソローキンのことだけどね、一橋の若手がいい研究をして

いてね、もうすぐ出るから」と嬉しそうに、三田の教員室で毎週、お会いしては声をかけてい

ただいていた。金曜日の午後は、非常勤として三田でコマを担当していた私と同窓の堀川三郎

さん（法政大学）、それに三田の専任の竹村英樹さんとともに、先生に声をかけていただく楽し
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い週末だった。 
ちょうどこの頃、最後のとりまとめの段階にあったのが田中重好先生の『地域から生まれる

公共性』で、関連する各学会で報告・議論が重ねられてきていた論題であったし、社会学的災

害研究に取り組む我々にとっては、被災地復興を考える際の一つの拠り所になっていて刊行を

待ち望んでいた本であった。防災社会工学領域では、特に阪神･淡路大震災以降、「自助･公助･

共助」がほぼ無定義に枕詞・お題目のように使い回されていて、その反映なのか、具体的･日常

的には、「近隣の協働」等々の言葉が回覧板にも頻繁に踊るようになっていて、ここで今一度、

地域防災研究の現場で公共性概念を再検討する必要性があるのではないかと思っていたところ

であった。 
「複数の『小さな公共性』が提唱されそれが競合しながら政策的公準としての公共性がつく

られていく」（田中 2010：174）というところなどは、被災地における生活再建・コミュニティ

復興を模索する被災者・被災者団体が、既存法制度の弾力的運用を経て、それを超えて成果を

獲得していくために、それに資する法制度の新規創設にまで向けて、ミクロな政治過程を手探

りながら進める奮闘努力の姿に、寄り添いながら研究実践をすすめている我々には切に響いて

くる言説で、さらに（同書でも引用されている）「現代社会における地域研究の課題は、市民的

公共性が生成する現場に立ち会い、その生成の論理を抽出し、それを公開することによって、

市民的公共性の実現を通じての『公共性』の回復に研究者の立場から貢献することである」（黒

田 2001：78）という箇所とともに、被災地調査の調査研究方法論の内省に不可欠の議論であっ

た。 
 
３．東日本大震災復興の研究実践に向けて 

三田社会学会2010 年度大会の藤田弘夫先生追悼シンポからしばらく経って先日、地域社会

学会大会（於山口大学：2011.5.7）の会場で有末賢先生に声をかけていただいた。藤田先生追

悼シンポの原稿をよろしく、とのこと。決して忘れていたわけではない。シンポでの貴重な３

先生のご報告の後に、思い出ばなしのようなエピソード紹介といったコメントとなってしまっ

たことを深く恥じ・反省して、投稿などはもってのほか、と思っていた。東日本大震災を一つ

のテーマとして緊急ラウンドテーブルや自主研究会 part1、part2 などが開催されたこの地域社

会学会大会で、登壇して話題提供をさせていただけるようになったのは、恐らくそのスタート

地点は、あの関東社会学会で顔見せをして（夜の懇親会の席で）、古典の翻訳の機会をいただけ

たことが大きかったのかも知れない、そう考えるとやはり、そのことに直接関わる藤田先生の

思い出だけは記しておかなくてはならないのではないかと思い直し、シンポに持参したメモを

たどりながら今、綴っているところだ。 
東日本大震災復興に向けて、2011 年 5月末現在、まだまだ不透明な状況だ。震災、津波災害、

原子力災害、風評被害…、と重層して今なお拡大を続ける被災に、「想定外」「千年に一度」「未

曾有」…と奇抜な形容詞を言葉遊びよろしく重ねるだけで、あたかも思考停止を正当化するか
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のような雰囲気もが醸成されながら、他方では強大な国家権力の行使(被災地の国有化や私権制

限、さらには、戦前の戒厳令下・勅令で内務省管轄で設置された帝都復興院を模しての復興省

案等 )々をも待ち望むような雰囲気もが醸成されつつ、中央政界ではやはり現場には決して対峙

せずに霞ヶ関での首のすげ替えゲームに主力を注いでいる浅薄さ…。そうしたなかで、地域社

会学的災害研究は「現場＝被災地･被災者」にいかに関わっていくべきか、厳しく問われている

ところだと思う。私個人、一研究者としては、眼前の被災･生活再建状況を分節化して把握し、

過去の被災復興事例を紐解いて提示した上で、それらを組み合わせて現場に接ぎ木する工夫、

そのための地域復興諸主体の立ち上げ、ネットワーク化等々の側面支援に研究者として関わる

べき、すなわち、そうしたミクロな政治過程としての復興の諸場面に研究実践として関わるべ

きで、それに際しては、いわゆるハードな街並み復興の研究実践に限定されぬよう（それは恐

らく復興都市計画事業コンサルタントのお仕事でしょう）、損なわれた地域アイデンティティ再

構築のプロセスに寄り添う研究者でありたいと考えている。10年にわたる被災地のお付き合い

が、新たにまた一つ始まった。今年は雲仙 20 周年記念、阪神 17 回忌、有珠･三宅 10 周年と、

長期的被災地復興研究への期待がまた高揚している年でもある。 
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